

2003年度障害連総会（拡大役員会）行われる

　去る10月27日（月）2003年度総会（拡大役員会）を千代田区神田公園事務所で行った。5団体が出席、１団体がオブサーバーで参加した。

　活動方針は、支援費制度をはじめとする介護問題に重点を置くことをはじめ、年金問題、とりわけ無年金障害者の解消に力を入れていくことが確認され、また、脳性マヒをはじめとする全身性障害者の諸問題の解決に向け、シンポジウムの開催などを通し、取り組んでいくことになった。

　財政問題も論議され、事務局は加盟団体に対し、会費請求をきちんと行う必要性が確認された。その上でできれば年間二口納入をお願いしたいという提起があり、あくまで「考え方」としては了解されたが、未回収分をとることが先決課題とされた。

　言語障害問題をはじめ、全身性障害者が抱える問題が多方面から提起され、障害連のこれからの運動に方向性が与えられた。

　なお、役員については2002年度役員が継続していくことになり、必要があれば臨時総会を開き、役員の入れ替えも検討していくことになった。

１０月４日東京交通労働組合と障害者の集いが行われました

　雲ひとつない｢青空｣のもと東京国際フォーラムにおいて、東交と障害者の集いが行われました。

今回の大きな柱としては、２００５年のバリアフリー法改訂に向けてＤＰＩ日本会議の三澤氏から「今、世界的に障害者の権利規定を明確にした条約の機運が高まる中で、日本でも移動の保障をはじめとした差別禁止法の取り組みが必要」との講演がありました。

私たち障害連と、東京交通労働組合（以下、東交）はこれまで８年の間、議論を積み重ね、時には交流会を通じて「意思疎通」のための時間をつぎ込んできました。

　いずれにしても東交労組と私達障害者が築き上げてきた関係をさらに深めていきたいと思います。今後どう取り組んでいくのかも障害者側がもっと意見をすり合わせていく作業も重要だと考えています。

　再来年は東交労組設立から６０周年を迎えるそうです。現在イベントを企画しているよ

うです。いずれにしても「人にやさしい都市交通」を全国各地に発信していくことも重要な「時期」に来ている事を感じました。
9.13 シンポジウム行う

　去る9月13日（土）「脳性マヒをはじめとする全身性障害者の社会的自立に向けて」をテーマに70名以上の参加のもと障害連主催のシンポジウムを総評会館で行った。

　シンポジストには小佐野彰さん（自立の家をつくる会）、岸野洋子さん（東京青い芝の会）、大島由子さん（東京都清瀬療護園自治会）と高橋さん（同園職員）、宮本泰輔さん（DPI日本会議事務局）らがたった。司会は伊藤雅文事務局長が行った。

　支援費など介護サービスの問題や、施設における様々な問題、二次障害など医療問題などが様々な観点から出されていった。フロアからも「支援費は事業者にとってはいいが、選択肢がない中で、障害者にとってはメリットがない」などの積極的な発言が何人かから出された。

　このシンポジウムによって脳性マヒなど全身性障害者の生活問題は非常に根が深いものであることが明らかにされた。

　今回は東京都福祉局の後援など、さまざまな団体が支援してくれた。

　障害連としては、この種のシンポジウムを連続して行う予定である。










